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1．お知らせ 

1-1．「Windows 8.1」「Windows Sever 2012 R2」への対応について 

『賃貸名人』の動作環境に「Windows 8.1」と「Windows Server 2012 R2」が加わりました。 

Windows 8 に対応している賃貸名人 5.0.3 以降のバージョンは、Windows 8.1 並びに Windows Sever 2012 R2

環境下で引き続きご利用いただけることを弊社検証環境で確認しました。 

 

 

 

 

【注意事項】 

賃貸名人を Windows 8 や Windows 8.1 にインストールするためにはバージョン 5.0.3 以降のパッケー

ジ CDが必要です。賃貸名人を購入した時期が 2013年 1 月 23日以前でバージョン 5.0.3以降の CD

をお持ちでないメンテナンス会員様には、賃貸名人 5.2（※ご申請時点の最新バージョン）の CD を

無償で提供いたします。 

 

※1.お申込は 1社様 1枚限りとさせていただきます。 

※2.ご登録いただいております住所、電話番号に変更がある場合はお知らせください。 

※3.CDはお申込後順次発送いたしますが、地域によっては 10日程度かかります。 

お申込後 2週間程経過してもお手元に CDが届かない場合は、お手数ですが弊社までご確認ください。 

  

＜賃貸名人 5.2 パッケージ CDのご請求先＞ 

以下のアドレス宛てに電子メールでご請求ください。 

 support@dangonet.co.jp 

本文に 

「①貴社名」 

「②ご担当者様名」 

「③賃貸名人 5.2 パッケージ CDご希望の旨」 

をご記入の上お申し付けください。 
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1-2．弊社製品における「Windows XP」のサポート終了について 

2014 年 04 月 09 日（水）、マイクロソフト社による「Windows XP」のサポートが終了します。 

 

これに伴い、Windows XP 環境下における弊社の現行製品、販売終了製品および新製品のお問い合わせにつ

いてサポート対応業務を終了致します。 

 

誠に勝手ながら、弊社のサポートは 2014 年 09 月 30 日（火）をもって終了させていただきます。 

何卒、ご理解ご了承いただきますようお願いいたします。 

 

 
 

 

1-3．消費税一括変更ツールのご提供を予定しております。 

2014年 04月 01（火）から、消費税率が「8%」に引き上げられることが決定しました。また、後に「10%」

まで引き上げられることが予定されています。 

 

そのため弊社では、賃貸名人の登録済みデータついて期間や対象物件を指定して消費税額を変更するツー

ルの提供を予定しております。 

 

来春 2014 年 2 月頃に弊社 HP「カスタマーサービス」で提供することを目指し、現在のところ開発中の

状況であることを事前にお知らせいたします。 

 

(03/11 追記) 

2014年 2月 4日に「消費税一括変更ツール for賃貸名人」をリリースいたしました。 

弊社 HP「カスタマーサービス」（http://sv10.dangonet.co.jp/dangonet/）で取得することができます。 

 

  

http://sv10.dangonet.co.jp/dangonet/
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2．消費税設定に関する追加・変更 

2-1．期間を持たせた消費税率の設定 

マスター管理の自動計算設定「消費税率」において、税率と適用期間のデータを持たせることができるよ

うになりました。 

  

 

2-2．日付を基準に判断して消費税計算を行う 

以下に各画面の消費税計算に用いられる基準日を示します。税率は、マスター管理「消費税率」で設定し

た適用期間に当たる数値を用います。 

 

①物件情報詳細画面の支出項目「消費税」と、部屋情報詳細画面の［募集賃料］タブ「消費税」は、「入

力日」を基準として消費税を計算します。 

 

物件情報詳細画面の［基本情報］タブ［支出項目］ボタンの「消費税」が対象です。 

 

 

部屋情報詳細画面の［募集賃料］タブの「消費税」が対象です。 
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②部屋情報詳細画面の［募集賃料］タブの「仲介手数料」、および［契約情報］タブの「仲介手数料」は、

「初回契約日」を基準として消費税を計算します。「初回契約日」が空欄の場合は、「入力日」で判断し

て計算します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③部屋情報詳細画面の［契約情報］タブ「消費税」（仲介手数料は除く）は、「契約開始日」を基準として

消費税を計算します。「契約開始日」が空欄の場合は、「入力日」で判断して計算します。 

 

 

 

※［募集賃料］タブの［変更した金額などを契約中の賃料／一時金に反映］チェックボックスにチェッ

クが付いている場合も［募集賃料］タブの金額入力時に「契約開始日」を参照します。チェックが付

いていない場合は「入力日」で判断します。 
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④入居時精算書 

当月分と翌月分で消費税の税率が相違する場合を考慮し、「家賃起算日」を基準として、消費税を計算

するようになりました。あわせて、消費税の端数を調整できるよう翌月分の金額「本体」「消費税」を

変更できるようにしました。 

 

 

※対象：入居時精算書、入居時精算書（家主） 

 

⑤入居時精算書（初回賃料） 

「フリーレント期間終了日の翌日」を基準として、消費税を計算するようになりました。 
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⑥退居時精算書/退居時請求書 

従来は［契約情報］タブの賃料等に入力した消費税を日割り計算して［賃料等：詳細］に金額を表示し

ていましたが、［詳細］ボタンの金額の入力時に消費税が自動計算されるように変更しました。 

［契約情報］タブの「解約日」を基準として消費税を計算します。 

 

 
 

⑦月次報告書 

月次報告書「支出の部」の消費税は「送金日」を基準として消費税を計算します。 
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⑧更新案内書（03/11追記） 

更新案内書の消費税（「契約更新手数料」を除く）は、「新契約期間の開始日」を基準として計算します。 

契約更新手数料は「契約日」が会計基準ですが、賃貸名人では更新契約日のデータを持たないため、「新

契約開始日の前日」を基準として消費税を計算します。 

 

＜新契約期間が 2014/04/01から 2016/03/31の場合＞ 

消費税欄は「新契約期間の開始日」2014/04/01 の税率（8%）で計算し、契約更新手数料は「新契約

開始日の前日」2014/03/31の税率（5%）で計算します。 

 

 

⑨賃貸借契約の更新精算書（家主向精算書）（03/11追記） 

賃貸借契約の更新精算書の消費税は、「新契約期間の開始日」を基準として計算します。 

 

  

＜新契約期間＞ 
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⑩定期建物賃貸借契約終了についての通知（03/11追記） 

定期建物賃貸借契約終了についての通知の消費税（「仲介報酬」を除く）は、「新契約期間の開始日」を

基準として計算します。 

仲介報酬は「契約日」が会計基準ですが、賃貸名人では更新契約日のデータを持たないため、「新契約

開始日の前日」を基準として消費税を計算します。 

 

＜新契約期間が 2014/04/01から 2016/03/31の場合＞ 

消費税欄は「新契約期間の開始日」2014/04/01の税率（8%）で計算し、仲介報酬は「新契約開始日

の前日」2014/03/31の税率（5%）で計算します。 
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2-3．入金情報に消費税計算の確認ダイアログ 

［契約情報］タブの賃料項目に消費税が入力されている場合、および追加／変更する入金情報の年月分で

税率に変更が生じる場合は、再計算の確認メッセージが表示されます。 

賃料項目の消費税が「0 円」もしくは「空欄」の場合はメッセージを表示しません。また、振替手数料は

「入金予定日」で判断します。 

 

 

※［今後、このダイアログボックスを表示しない］チェックボックスにチェックを入れると、選択した

内容（「はい」「いいえ」）でその後の動作が引き継がれます。 

確認メッセージを再度表示する場合は、マスター管理の［基本情報］タブ［その他の設定］ボタンで

［警告リセット］ボタンを押してください。 

 

2-4．収支作成時に「送金日」を設定する 

①収支全般で「送金日」を基準に消費税の税率を判断するようになったため、従来は帳票を開いた日を入

力していましたが、「収支報告日」と同様に設定した値を用いて「送金日」が入るよう動作を変更しま

した。 

物件毎に毎月定まった日を自動で入力する場合は、物件情報詳細画面の［基本情報］タブ「報告日/送金

日」の設定を用いて「送金日」の日付を入力します。「送金日」が未入力の場合は、マスター管理の［基

本情報］タブ「収支報告日/送金日」の設定を参照します。 

 

※5.2バージョンアップ時に「送金日」が空欄の月次報告書は、同月の「収支報告日」を「送金日」に

入力します。 

 

②表示を分かりやすくするため、マスター管理の［基本情報］タブ自動計算設定と物件情報詳細画面の［基

本情報］タブのラベル名を「収支報告日」から「報告日/送金日」に変更しました。 

  

＜拡大表示＞ 
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2-5．請求書入力画面に消費税率を表示 

本ソフトは前回検針日の日付を把握できないため、請求書入力画面の各項目に消費税の税率を表示するよ

うにしました。また、請求書の「請求月（年月分）」を基準として、マスター管理「消費税率」で設定し

た適用期間に当たる税率を表示します。 

 

消費税を取らない場合、あるいは表示したくない場合は、税率を空欄にしてご利用ください。空欄にした

場合は、次月以降の請求書作成時も空欄で表示します。 

 

 

 

 

 

 

※本機能により、請求書入力画面に設置していた［料金入力時、消費税を計算しない］チェックボックス

を廃止しました。 

 

  

＜拡大表示＞ 

 

※ 経過措置の対象となる電気代、水道料、ガス代は、消費税を 

任意の税率に変更してご利用ください。 
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3．データ登録に関する追加・変更 

3-1．マスター項目の登録に機能追加 

従来はマスター項目を登録した順番で表示していましたが、挿入する場所の指定や登録している項目の並

び替えの操作が行えるようになりました。また、画面遷移の回数を控えられるよう編集や登録機能を付加

しました。 

 

①［追加］▼ボタン 

挿入する場所を指定してマスター項目を追加することができます。 

 

②［順番］▼ボタン 

マスター項目の登録した順番の入れ替えや並び替えの操作を行うことができます。 

 
③［編集］ボタン 

データ登録時にマスター項目から選択する場合においては、［編集］ボタンから登録画面に遷移した後、

［追加］ボタンや［順番］ボタンを表示し、操作を行うことができます。 

 

 

④コンボボックスを使ったデータ登録 

リスト更新の度にマスター管理を開きリストを修正するご面倒を解消するため、コンボボックスの最下

部に選択肢「＜登録．．．＞」を追加しました。「＜登録．．．＞」を選択するとリストからマスター項目

の追加や修正を行うことができます。 
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3-2．担当者情報のレイアウト変更  

マスター項目の並び順を変更する機能を利用し易いように、マスター管理の［担当者情報］ボタンで表示

する担当者登録画面のデザインを変更しました。 

 

 

3-3．保険に関する事項のマスター化と備考欄の設置 

①マスター管理の［マスター項目］タブに［保険事項］ボタンを設置しました。使用頻度の高い内容を登

録しておくことで、入力の手間やミスを軽減することができます。 

 

 

 

②補足内容を登録し情報共有できるよう部屋情報詳細画面の［基本情報］タブに入力欄「保険備考」を設

けました。 

 

 

あわせて、登録した内容を検索できるよう物件情報管理画面の検索条件に「保険備考」を追加しました。

初期設定では検索条件に表示がありませんので、［検索設定］ボタンで検索条件を追加ください。 

 

※帳票類への反映はありません。  
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3-4．家主のメールアドレスを登録する 

①家主情報詳細画面の［基本情報］タブに入力欄「Mail」を設置しました。 

 

 

 

②物件情報詳細画面の［家主/保守情報］タブに表示欄「Mail」を追加しました。あわせて、家主情報管

理画面のデータ出力に、データ項目「家主 Email」を追加しましたので、そちらでも登録内容をご確認

いただけます。 

 

 

3-5．部屋情報詳細画面に管理形態を表示 

部屋情報詳細画面の［募集賃料］タブに、選択している管理形態を表示するようになりました。 

 

 

  

こちらでは編集できません。 

物件情報詳細画面の［基本情報］タブ 

管理形態でご変更ください。 
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3-6．鍵単位を指定する 

多種にわたる鍵の登録ができるよう単位「個」「本」「枚」を指定することができるようになりました。 

選択肢の候補に該当項目がない場合は、直接ご入力ください。 

＜変更前＞ 

 

 

＜変更後＞ 

 

※「賃貸借契約書」「鍵預り証」は、数値入力がある場合にのみ単位を一緒に印字します。 

 

 

3-7．都道府県を省いて住所登録 

従来は郵便番号の自動入力に都道府県のデータが必要でしたが、都道府県を省略しても郵便番号を自動入

力するよう動作を変更しました。 
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4．入金に関する追加・変更 

4-1．賃料項目のマスター化と項目名変更 

賃料項目名に自由度を持たせられるよう賃料項目の項目名を変更できるようになりました。 

 

①登録している全物件を対象に賃料項目の項目名を変更したい場合は、マスター管理の［基本情報］タブ

の［賃料項目設定］ボタンで操作を行います。 

 

 

全物件の賃料項目名の変更操作を実行するかメッセージを出します。 

［はい］を選択すると処理を実行し、［いいえ］を選択すると何も操作をせず設定画面に戻ります。 

 

次に、部屋の契約者（契約中および契約予約）を対象に賃料項目名を変更するかメッセージを出します。 

［はい］を選択すると処理を実行し、［いいえ］を選択すると操作を行いません。 

 
上記メッセージで［はい］を選択した場合は、続いて過去に解約した人の賃料項目を変更するかメッセー

ジを出します。（上記メッセージで［いいえ］を選択した場合は処理をこちらはスキップします。） 

［はい］を選択すると処理を実行し、［いいえ］を選択すると操作を行いません。 

 
最後に、［OK］ボタンで操作を終了します。 

  

 

［初期設定に戻す］ボタンを実行すると、 

標準の雛型に戻ります。 



 

16 

 

②物件情報詳細画面の［基本情報］タブ［賃料項目］ボタン 

特定の物件だけを対象に、紐づく部屋全ての賃料項目名を変更したい場合は、物件情報詳細画面の［基

本情報］タブにある［賃料項目］ボタンで操作を行います。操作手順は前記①をご参考ください。 

 

 

 

※特定の部屋だけを対象に、帳票類の賃料項目を変更して印字したい場合は、部屋情報詳細画面の［契約

情報］タブの入力欄「賃料等」で、賃料項目名をご変更ください。 

 

4-2．送金元口座で収支情報を検索する 

家主情報詳細画面の振込先で登録した「送金元口座」を用いて収支情報の検索ができるようになりました。

初期設定では検索条件に表示がありませんので、［検索設定］ボタンで検索条件を追加ください。 

あわせて、収支情報検索画面のデータ出力に出力項目「送金元口座」を追加しました。 

 

 

 

4-3．入金情報分納時の入金日 

分納処理を実行した際の当日の入金処理を簡素化し、また、通常の入金処理と操作性を共通化するため、

入金日が空欄の場合は「実行日（当日）」の日付を反映するようにしました。 

 

 
 

4-4．賃料等精算明細書に摘要を印字 

物件情報詳細画面の［基本情報］タブにある［支出項目］ボタンで登録した「支出摘要名」を印字するよ

うになりました。 

  

 
［初期設定に戻す］ボタンを実行すると、 

マスター管理で設定した賃料項目を表示します。 
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5．帳票に関する追加・変更 

今バージョンに標準帳票の雛型変更が含まれています。 

各ページの［標準帳票］ボタンを押すと新しい雛型を適用することができますが、該当ページで自社様式

に変更した箇所が上書きされ失われます。既に雛型の編集を行っている場合は、あらかじめ雛型保存を行

ってからご利用ください。 

 

5-1.標準帳票の確認ダイアログ 

誤って［標準帳票］ボタンを押し自社様式に編集した雛型を上書きしてしまうことを防止すべく、帳票類

に設置している［標準帳票］ボタンを実行した際、確認ダイアログを表示するようにしました。 

 

 

5-2.賃貸借契約書の変更 

①賃貸借契約書（居住用、定借用） 

表示欄「入居者（氏名）」を標準帳票の雛型にし、編集できるようにしました。 

 

 

②賃貸借契約書（定借用） 

各標題文字を標準帳票の雛型にし、編集できるようにしました。 
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②賃貸借契約書（定借用） 

「（3）賃料等」に「使用目的」を印字するようになりました。 

 

 

伴い、賃貸借契約書（定借事業用）の約款「禁止または制限される行為」において、標準帳票の雛型を

変更しました。 

 

＜第 1条 1項＞ 

（旧）「事業に供することを目的とする～」 

（新）「本契約（３）の事業に供することを目的とする～」 

 

 

＜第 14 条 2 項１号＞ 

（旧）「本物件を目的以外の用に供したとき。」 

（新）「本物件を本契約の（３）記載の目的以外の用に供したとき。」 

 

 

④賃貸借契約書（定借用） 

「（8）乙が明渡し期日を遅延した場合」の表記において、標準帳票の雛型を変更できるようにしました。 

 

 
 

⑤再契約書 

再契約時の「取引主任者」が前契約時から変更となる場合を考慮し、再契約書で「取引主任者」を選択

することができるように変更しました。 

 

※変更後にデータ収集を実行すると、部屋情報詳細画面の［帳票出力］タブで選択した「取引主任者」

に戻ります。 
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5-3.連帯保証人承諾書（書式 1）の変更 

レイアウトを整えるため賃料項目の並び順を変更しました。 

＜変更前＞ 

 
 

＜変更後＞ 

 
 

5-4.鍵預り証の変更 

入力した鍵単位を用いて印字するようになりました。あわせて、表のタイトル部分を雛型化し、編集でき

るようにしました。 

＜変更前＞ 

 
＜変更後＞ 
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6．賃貸名人オプションに関する追加・変更 

これらはオプション機能です。以下は該当オプションご利用の方を対象とするバージョンアップ項目です。 

 

6-1．集金代行＆家賃サービス 

①「集金代行」の請求データ作成 

従来は賃貸名人のマスター管理「消費税率」を用いていましたが、今バージョンからは「引落日」の日

付を基に、賃貸名人のマスター管理「消費税率」の該当期間に当たる税率を用いて作成するようになり

ました。 

 

 

②「家賃サービス」のデータ確定 

従来は賃貸名人のマスター管理「消費税率」を用いていましたが、今バージョンからは追加する年月の

「前月 1日時点の日付」を基に、賃貸名人のマスター管理「消費税率」の該当期間に当たる税率を用い

て作成するようになりました。 

 
 

6-2．リフォーム名人連動 

①月次報告書の相殺額の消費税 

従来はリフォーム名人のマスター管理「消費税率」を用いていましたが、今バージョンから賃貸名人の

マスター管理「消費税率」を用いて表示するようになりました。 

 

※リフォーム名人のバージョンアップ状況により動作が異なり障害を引き起こすことを回避するため、賃貸名人側で制御

を行いましたことをご了承ください。 

 

6-3．オプションバージョン 

賃貸名人 5.2リリース時の最新オプションバージョンは以下の通りです。 

各種バージョンアップしておりますので、ご利用のアプリケーションが古いようでしたらあわせてバージ

ョンアップください。 

 

製品名 バージョン 

ファームバンキング 5.0.0.14 

リフォーム名人連動 6.1.1.2 

物件テレポート 1.9.1.3 

※新規の販売はいたしておりません。購入を希望される場合は、賃貸名人東京版から全国版にソフトを切り替えていただく

必要があります。（有償）  

2014年 5月分は、 

前月 4 月 1 日時点で消費税率

「8%」の期間に該当し、計算を

行いました。 

 

2014年 4（訂正 03/11）5月分は、 

引落日「14/04/27」と消費税率

「8%」の期間に該当し、計算を

行いました。 
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6-4．Excel 帳票出力  

今バージョンに帳票の仕様変更が含まれているため、自社様式を用いている場合は修正手順に沿って手直

しが必要です。標準様式は、バージョンアップ時に自動的に修正されます。 

 

【 症  状 】 

Excel出力を行った際、賃貸借契約書の（3）その他「貸与する鍵一覧」の単位が重複して出力されます。 

 

※対象：契約書事業用、契約書住宅用、契約書定借再契約用、契約書定借非再契約用 

 

 

【 修正手順 】 

①作成済のオリジナル帳票を呼び出します。 

マスター管理の「Excelカスタマイズ帳票設定」の［詳細］ボタンより、Excel帳票設定画面を開き、

「■作成したオリジナル帳票を編集する場合はこちら↓」にある「帳票名」と「分類名」を指定し、

オリジナル帳票を呼び出します。 

 

  

 

②Excelファイルのセルを調整（セルの統合とフォントサイズ変更）します。 

 

［レイアウト編集］ボタンで Excelファイルを呼び出します。 

 

 

※鍵の数値と単位が入る赤枠の 8箇所が変更の対象です。 
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数値と単位が入るセルを統合します。 

 

フォントサイズ「8」を「11」に変更します。 

 

賃貸名人に入力した数値と単位があわせて自動入力するため、単位「個」を消します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③以下のようなレイアウトに変更し、Excelファイルを上書き保存して作業を終了します。 

  

＜Tips＞選択範囲を指定し、セルの上で右クリック「セルの書式設定」を用いても作業が行えます。 

［配置］タブの［セルを統合する］チェックを付けます。 

 

［フォント］タブのサイズを「11」にします。 
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7．不具合の修正 

 

①マスター管理の［権限設定］ボタンにおいて、「マスター管理－基本情報」の［追加］チェックボック

スを外した際も［店舗情報］が追加できる不具合を修正しました。（WAN 型のみ） 

②マスター管理の［マスター項目］タブ［修繕/クレーム/点検］ボタンにおいて、種類「修繕」「クレー

ム」「点検」を重複登録した場合、削除や編集ができない不具合を修正しました。 

③マスター管理の［マスター項目］タブ［変動費計算］ボタンにおいて、ラベル「検針値」を「使用量」

に修正しました。 

④物件情報詳細画面の［物件登録］ボタンで新規物件の作成時に、マスター管理の自動設定「締め日」を

参照しない不具合を修正しました。 

⑤物件情報詳細画面並びに部屋情報詳細画面の［メモ］タブにおいて、複数人で同一の物件（部屋）を参

照した場合に［内容を編集する］ボタンで入力した内容が保存されない不具合を修正しました。 

⑥物件情報詳細画面の［基本情報］タブ［面積・道路等］ボタンの表示/非表示をチラシソフトのインス

トール状況だけで判断していましたが、既にデータの入力がある場合は表示するよう動作を変更しまし

た。 

⑦物件情報詳細画面の［基本情報］タブ［支出項目］ボタンにおいて、項目名に「,（カンマ）」を用いて

登録できるよう修正しました。 

⑧部屋情報詳細画面の［更新］ボタン並びに更新案内画面の［個別更新］ボタンで更新処理を実行した際、

［保証金補填］額が更新後の［契約更新毎の保証金償却］額（募集賃料／契約賃料）に反映しない不具

合を修正しました。 

⑨部屋情報詳細画面の［更新］ボタンにおいて、［契約更新時保証料反映］チェックを OFF にしている場

合でも「保証料」が反映されてしまっていた不具合を修正しました。 

⑩部屋情報詳細画面の［入金情報］タブにおいて、［入金額:詳細］ダイアログで振替手数料入力時に部屋

情報の[振替手数料課税]チェックを参照していない不具合を修正しました。 

⑪請求書入力画面の数値入力において、使用量を自動計算する際の丸め処理の動作を修正しました。 

⑫帳票：入居申込書 

部屋情報詳細画面の［台帳/申込書印刷］ボタンに設置している入居申込書はデータ入力した印字するた

め、ラベル「号室」を印字しないよう変更しました。物件情報管理画面の［入居申込書］ボタンに設置

している入居申込書は今まで通り「号室」を印字します。 

⑬帳票：請求書（A4 詳細） 

賃料～雑費までの金額入力時に消費税自動計算（部屋課税時）が行われない不具合を修正しました。 

⑭帳票：請求書（A4 変動費詳細） 

［請求書：項目設定］で「部屋定額」にチェックしても、他の部屋に金額反映されない不具合を修正し

ました。 

⑮帳票：請求書（A4 変動費詳細） 

9 行目の項目のみ部屋情報詳細画面の［募集賃料タブ］の［課税］チェックを元に消費税が計算されて

いた不具合を修正しました。 

⑯帳票：賃貸借契約書（定借（再契約）事業用） 

標準帳票の雛型「保険料」を「保 険 料」に修正しました。 

⑰帳票：入居時精算書 

データ収集直後に金額の編集を行い、続けて領収書を利用した場合、編集した金額のデータを保持しな

い不具合を修正しました。 

⑱帳票：駐車場契約書 

［印刷開始］ボタンを用いて一括印刷を実行した際、白紙ページ（A3 と B4 の 2 ページ目、A4 の 3～4

ページ目）を印刷できない不具合を修正しました。 

⑲帳票：連帯保証人承諾書 

賃料項目の印字文字数が 6文字であったため、7文字に増やしました。 
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⑳帳票：督促状、督促状はがき、催告状 

帳票を開いた際、マウスのホイールを用いてスクロールすると、画面が点滅し複数のエラーメッセージ

を表示する不具合を修正しました。 

㉑リフォーム名人連動（オプション） 

工事受付画面の入居者欄の支払「相殺」を参照せず、相殺月だけで月次報告書の支出の部に連動してい

たため、連動時の必須条件に支払「相殺」を追加しました。 

㉒集金代行＆家賃サービス（オプション） 

家賃サービス処理画面の手数料内訳のラベル「入居者負担」を「契約者負担」に変更しました。 

㉓Excel 帳票出力（オプション） 

賃貸借契約書を Excel 出力した際、冒頭 2行目「～賃貸借契約書（以下「本契～」の最後の文字「契」

を印字しない不具合を修正しました。 

 

その他、2013 年 12 月 04 日までに弊社テスト環境で検出された不具合並びにお客様からご報告いただいた

不具合を修正致しました。 

 



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


